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リゾートホテルのインテリアデザイン
The Interior Design of a Resort Hotel 
杉 山 宗 英
Munehide SUGIYAMA 
平成13年3月
March, 2001 
北海道の中央部、中富良野の国道沿いに、 2000年8月にオープンした、富良野地域では、唯
一の温泉施設であり、リゾー トホテルの顔と、地域のコミニテイスペースとしての顔、郊外型
レストランと三つの要素を合わせた、複合型のスパ＆リゾートホテルの計画に参加した。担当
したのは、インテリアデザイン（ロビー・レストラン ・和洋宴会場・リラクゼーション ・客室
など浴場を除く全てのインテリア）、イ ンテリアコーデイネイト、 建築外観の色彩、サイン、
植裁計画、マーク・ロゴである。デザインの方針としては、温かみの有る、飽きの来ないデザ
インを心がけた。ホテルのデザインは余程の事が無い限り、改装しないのが普通で、インテリ
アのイメージは宿泊するお客様の、ホテルに対する宿泊するお客様の、ホテルに対する印象に
最も大きい影響する要素であると言えます。時代性に迎合したデザインでは、すぐに古くなる
が、新しい素材、新しい表現を求める事もデザイナーの資質であり、時代性がデザインに反映
される事も必然と考えます。時代の空気を、どう取り入れ、どう消化し、普遍的な表現に近づ
く事が出来るかは、改装期間の長い施設に於ける大切なテーマと考えています。この施設は、
観光客だけを対象にしたスパ＆リゾートでは無く 、地域住民の交流の場としての利用を目的に
しており、生涯学習の場として、温泉 ・リラクゼーションスペースでの健康講座、レストラン
での食事療法講座、和洋宴会場での教養講座等の健康をキーワードとした地域住民の学習 ・交
流の計画も視野に入れている。
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・施設概要
施設名
建設設計
杉山：リゾートホテルのインテリアデザイン
スパ＆ホテルリゾート ふらのラテール
柴滝建築設計事務所
ラウンジ
インテリアデザイン 杉山宗英
所在地
敷地面積
施設規模
延床面積
施設内容
駐車場
北海道空知郡中富良野町東 l線北18号 T-0166-22 0871 
F-0167-39-3322 
42492. 15m2 (12876坪）
RC地上2階建て
5056. 55m' (1532坪）
客室25室ツイン17号室露天風呂付ツイン2室メゾネッ ト4室
スイート 2室大浴場男女 934m'
リラクゼーションルーム 332m' 144名
洋式宴会場 142ぱ 100名
和式宴会場 44m' 
レストラ ン 388m' 150名
ショッフ。
316台
